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保 健 部 会

1研 究主題 ・主題設定 の理 由

「児童が進んで健康で安全な生活 を営む能力や態度 を高める体育学習」

保健領域 におけ る課題解決的 な学習を通 して ]
これか らの体育学習 において は、生涯体育 ・スポー ツの視点 に立 ち、一人一人の自己実現の

ために、生 きて働 く力 とな る基礎的 ・基本的 な内容の学習を深化 させ るとともに、 それぞれの

よさや可能性が発揮 され、互 いに学 び合 い、かかわ り合いなが ら、意欲的な学 習活動が展開 さ

れ るよ う工夫す る ことが重要であ る。 この ことを受け、保健領域の学習では、児童一人一人が

自分 自身の健康 や安全 に関心を もち、生涯 を通 じて進んで健康で安全な生活 を営む能力や態度

を身に付ける ことをね らいと してい る。

ここでい う健康で安全な生活を営む能力や態度 とは、単 なる知識 ・理解 だけに とどま らず、

身近 な生活を振 り返 り、健 康や安 全にっ いて 自 ら考 え、正 しい判断 によ って適切 に対処 し、生

活実践 に生か してい く能力 や態度 の ことであ る。

研究 を進め るにあた り、各小学校 にお ける保健学習 の展開の仕方 を調査 したところ、身近 な

生活の 中か ら課題 を設定 し、児童が主体的に取 り組 む学習 は、あま り行われていない とい う結

果が得 られた。児童が健康 や安全への興味 ・関心 を もち、進んで健康で安全な生活 を営 む能力

や態度を身に付け高めるには、課題解決的な学習 を進 あることが有効で ある。課題解決 的な学

習 は、主体 的に課題 を解決 しよ うとす る児童 の意欲 を引き出す ことがで きる。また、課題 を解

決す る喜びを味わ うことによ り、 自らの生活実践 に結 び付けてい くことがで きると考 えた。

以上のよ うな考え によ り、研究主題 を

「児童が進んで健康で安全 な生活を営む能力 や態度 を高あ る体育学習 」

保健領域 における課題解決的な学習 を通 して 一

と設定 し、次の ような視 点で研究 を進 めて い くことに した。

(1}身 近な生活か ら課題 をっかむ工夫

(21解 決 の見通 しを もって学習を進め る工夫

(3)学 ん だ ことを生 活 に生かす評価活動の工夫

2



II研 究 の構想

体 育 科 の 目 標

保 健 学 習 の ね ら い身近な生活
における健康 ・安全についての理解を通 して、健康の保持=増進を図り、

健康で安全な生活を営む能力 と態度をそだてる。

め ざ す 児 童 像
生涯にわたり、健康で安全な生活を営 もうとする児童

研 究 主 題
「児童が進んで健康で安全な生活を営む能力や態度を高ある体育学習」

一 保健領域における課題解決的な学習を通 して

仮 説
身近な生活か ら課題を見いだ し、それを主体的に解決 し、学んだ ことを生活

に生かすような学習活動を展開すれば、健康で安全な生活を営む能力や態度が
身に付 く。

・保健学習の分析
・先行研究の分析

調査研究

・児童の実態調査
・教師の実態調査

研 究 の 視 占
身近な生活から課題をっかむ工夫解決

の見通 しをもって学習を進ある工夫
学んだことを生活に生かす評価活動の工夫

ま と め

皿 研究 の内容

1保 健領域 の学 習の在 り方

児童にかかわ る健康 問題が大 きく変化 し、保健領域 の学習で は、今 までの知 識習得中心

の学習か ら、児童一人一人 が主体 的に学習 を進め、判 断力や実践力 を身 につけ る学習へ と

学習 その ものの転換が求め られてい る。

その ためには、児童が身近な健康問題 に気付 き、 その問題 に主体 的に取 り組み、解決 し

て い く課題解決的 な学習を進めて い く必要があ る。 また、身近な健康問題 を取 り上 げ、 自

ら解 決する喜 びを味 わわせ ることで、児童の意欲 を引き出 し、効果的 に生活実践 に結 び付

けていけ ると考 える。

2保 健領域 の学習 で育 てたい児童の力

保 健学習で は、 自分 の身近 な生活の中か ら課題を見付 ける力や、その課題 を解 決 して い

く力を育て る必要 があ る。

その ことが生涯 にわた って、健康で安全な生活を営 むための科学的 な知識 ・理 解、思考

力 ・判断力を育 て ることにな り、学んだ ことを実生活 に生 か して い く実践力 にっなが ると

考え る。

3



3実 態調査

(1)調 査 の 目 的
① 「保健学習」における児童の意識 と教師の意識、指導の実態を調査 し、研究を進めていく上での手掛かりとする。

(2)調 査 の 方 法(質 問紙法)
① 調査時期 平成7年6月 中旬
② 調査対象O児 童 研究員(保健部会)所属の学校の5、6年 生1学 級ずっ

O教 師 研究員所属の学校及びその区市の無作為抽出校の5、6年 学級担任経験者
く回答数>

1074纏 ヨ

(3)調 査 結 果 の 分 析 と 考 察
① 教師の指導の実態

1保 健の授業を、どのように行っていますか。
参 ・ を 心 に

356
里 の 活 の か ら課題 を見つ けて

87

児童の生活の
中から課題を
見つけて

(単位:人:複 数)

050100150200250300350400

その他16
・児童 か ら課題 を 、教 科書 も使用 す る
・養護教 諭 の協 力 を得 て

・他教科 との関連 で

◇分析
・保健 の授 業が 、教科書 ・資料 を 中心 に行 われ て

い る。
・児童 の生活 の 中か ら課題 を見 つ けての授 業は少

ない。

◆考察
・教 科書 の有効 な使 用方法 や各 単元 にお ける具体

的 な資料 の提示 が必要 と考 え られ る。
・保健 の学 習は 、身近 な生活 か ら問題 を取 り上 げ、

自分 の生 活を 見つ め直 して い くことが大切 だ と
考 え る。

2保 健 の授業 で、 どの よ うな資料 を使用 しま したか。

区 ・

382

自 乍・ 一作'

15Al72

児 と 女師が作

8

児童が作成

13
使用 していない

16

教科書

区・市・轍械

自作

児童教師

児童

しな い

その他

383

亘54

172

8

13

16

28

(単 位:人:複 数)

050100150200250300350400 その他28

i鑛塾 蚤∫蜘土1
◇分析

・ 「教 科書 」や 「自作資料 」 「市 ・区・学 校 な どが

作成 した もの 」が多 く使 用 されて いる。
◆考察

・保健 学習 が生活実践 へ結 び付 いて い くことが大

切 であ る ことか ら、児 童 にと って身 近 な資 料や

情報 等の提 供 の工夫 が必 要で あ る。

3保 健 の授業 で、 児童 に対 す る評価 をどの よ うに行 って いますか、,
T:ZF _

217

チ ェ ッ ク リス ト

76

学習 カ ー ド

161

学 習 カー ド

感想文

その他

・麹

(単 位;人:複 数)

05010D150200250300350400

至辺也21

叢驚 葱発講 コ
◇分析

・感 想文 、テ ス ト等 を使 った学 習後 の評価 が 多い。
・チ ェック リス ト、学 習カ ー ド等 を使 っての学 習

中の児童 の変容 に 目を向 けて いる教 師 もい る。
◆考察

・学 習後 の評価 だけで な く、学 習 中の変容 を と ら
え支 援 して い くことが大切 と考 える。 そ こで 、

学 習過程 に おけ る評価 の方法 や内容 を明 らか に
して い く必 要 があ る。

② 保健 学習 にお け る児童 の取 り組み に対 する意識

1あ なたは、 自分の体 や心 につ いて気 にな るこ とがあ りますか 。

(単位.人)
020 __.40ss80.goo

挫 …些 塾
纏鱗 髪雛多
ない439.5%

雛 髪髪笏
◇ 分析

・ 「体 や心 」 につ いて気 に な ることの あ る児 童 は

6割 を こえ てい る。
・身 長や体 重な ど体 型 を気 に して いる児 童が 多い。

◆ 考察
・思春 期 を迎 え る児 童で あ ることか ら、体 型 や二

次性 嶺を気 に してい る児 童が 多 い。 この ことか
ら、体の発 育や変 化、一 人一人 の特性 の違 いに
ついて正 しい知識 を もたせ る ことが大 切で ある

と考え る。

体型

二次性徴

外見

異性

その他

380

173

95

36

56

(単 位:人=複 数)
250300350400

4



2あ な た が学 校 や 地 域 ・家 庭 で 、 安 全 に生 活 す る た め に気 を っ け た らよ い と思 う こ と は あ りま す か 。

(単位 、人)(単 位:人:複 数)o
.____za_____ao____.so___ao__iooO20406080100120140160180200

Si3SO6」
.47.1% 縛離

◇分析
・ 「安 全な生活」 につ いて興 味 ・関心 をもってい

る児 童は5割 に満 たない。
・安全 に生 活す るために気 をっ けて いる項 目をみ

ると、児 童の生活経験 に結 び付 いて いる ものが

多 いV中 で も、人の行動 に結 び付 けて いる項 目
が 多 く、周 りの環境 に結 び付 けて いる項 目は少

ない。

◆考察

室内
廊 ド
校庭
用具
その他
飛出し
自転車
信号
道路
その他

64

188

9

28

sz

57

27

ss

60

111

1
1 1

二

ラ 誓

ミ … 1
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、1

i
一

1

一
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= i

頚

{ 1 F

ヤ 1

・自分 の心身 の健 康 に比 べ、興 味 ・関心が低 い。生 活を振 り返 る手 だてや教 師の働 きか け(周 りの環 境 にも 目を向 けさ
せ ること)な どの工夫 が必要 であ る。

3あ な た が 自分 の 生 活 で 、 健 康 に生 活 す るた め に気 を つ けた ら よ い と思 う こ とは あ り ます か 。

(単位1人)
ozoassosoioo

r・ 圖61・ ・%

灘
麟騒

病気 58

運 動155

食事320

睡眠230

環境61

その他63

(単位:人:複 数)

◇分析
・ 「健康 な生 活.」につ いて興 味 ・関心 を もってい
る児 童は6割 を こえ ている。

◆弊
健康な蜘 で。、餌.睡 眠 哩 動。対す

る意 識が高 く、 回答例 をみて も具体的 な ものが

多いので、児童が課題 を見 つ けやす いといえる。

05010015020025030035040
1

喫

{

…

…

③ 保健学習 に対 す る意識

《教師用 》

保健 の授 業で、特 にカ を入 れた いと思 う点 を選 んで くだ さい、050100150
(単 位=人=複 数)

200250300350400

児童 の身近 な生活 か ら問題 を取 り上 げること 318 : i

学習 の進 め方を理 解 させ 、見通 しを もたせ る こと 98 =Σゴ
学習環境 を整え る こと 201

…

i
一 一}--

学習態度 の育成(協 力、認 め合 い等) 171
一一 一 一 一一一

知識 を理解 させ ること 94 一
一 一 幽一一

自己評価や相互評価の工夫 39 コ
コその他

・自分 の生 活に生かす実践力 ・保 護者へ の啓発

・他教科 との関連 ・保健 の指 導時間 の確保
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◇分析
・ 「児 童の身近 な生活 か ら問題 を取 り上 げたい」 と考え る教師 が最 も多い

。学習環境 を整 え ることと、学習態度 の育成
がそれに続 く。

・評価 の工 夫に対 する教 師の意識は低 い。
◆考察

・児童 の身 近な生活か ら問題 を取 り上 げた学 習の進 め方 を工夫 する必要 が ある。
L児 童 が主体 的 に学習 してい くためには、学 習を 自分で振 り返 った り、友達 と確 かめ合 った りす る評価活動 を取 り入れ
てい くことが大切で あ る。その ためには、教師は 自己評価活動 ・相 互評価活動 に 目を向 けることが大 切であ る。

《児童用 》

あなたは、 自分の成長 の仕方 や健康 ・安全 について、

これか らどのよ うに学習 してみた いですか 。

その他

・図書館 で調べた い

0
(置匝位:人=複 数)

850

生活 か ら問題 を見つ けて学 習 したい 375 i
立て て学 習 した い 392 i

曽

使 って学習 した い 399
-一

調べ た り、教 え合 った りして学 習 した い 826 i
生か ら教 えて もらいたい 387 一
い ・家族 に教えて も らいたい

ゆっ くり学 習 した い

21 ]

◇分析
・ 「友達 とい っ しょに調 べた り、教え合 った りして学習 したい1と 考 え る児童が 多い。
・身近 な生 活か ら問題 を見つけて学 習 した り、い ろいろな資料 を使 った り、計画 を立てて学習 した り、先 生か ら教 えて
もらいたい と考えて い る児童 もいる。

◆考察
・児 童同士が学 び合 う楽 しさを実感で きるよ うに、教え合 った り、活 動を 見合 った りす る学習 の場 が必要 であ る。



(4)ま とめ と今 後 の 課 題

《児童用》

1あtdf`13、rl分 の体 や心 につ いて気 になる ことが あります か。
(単位=人)

体璽aso

二次性徴173

95

cm位;人=複 数)

250300350AOO

外見

異性36

その他56

【課題のつかませ方について】

保健学習は、教科書を中心に行

われている。教師の意識調査から

は、児童の身近な生活から課題を

っかませたいと考えていることが

分かる。保健学習は、児童の実生

活に結び付 くことがね らいである

から、児童の身近 な生活から課題

をつかませていく具体的な手だて

を明 らかにする必要がある。

《教師用》

竪肇
、
旦
ヵ

カす怯烈つ
行にワつよのどを

璽
の囎再

業授の健保
里

竪騨

6
嘩
翻

1

・ から 誼礪 竃隔 「
・餐護教諭の協力を得て
」畷 盤 ヱ

教科書・資料

児童の生活の
中から課題を
見つけて

その他

356

87

is

■(単 位r人 二複数)

0 50 ioo 150 200 250300 350AO

} i … … il
. [1

Ii
=

1

」

…

2あ なたが学校や地域・家庭で、安全に生i{す るために気をつけ

たらよいと思うことはありますカ㌔
(単位=人)

峯肉 一」吐塵亙188

燦庭9.
旦1碁、_一_堅
その他62
飛鵬し57

.旦転里27
慣陛一一一ss迎跨

一..興 一.そ
のill

(㎎位=人;復 数)

ozoagsoasioaizoinoisaSaozoa

r一ll・il 馳

陣]},
一 「==コ ミ臨
「 ≒喧=コ1
聰ll'il

}

【身近な問題 に関する意識】

児童は、 自分の体や心、健康な

生活についての興味 ・関心が高い

それに比べ、安全な生活に関 して

は、さほど関心が高 くない。児童

の生活から課題をつかませてい く

際に、教師側か らの有効 な資料 ・

情報提供等の支援が必要である。

'1

3あ なたb<1'1分 の生活で、鯉畷 に{L活 するため に気をつ けた らよ

いと思 うこと`よあ ります かo

痢気56

運動f55

食覇320

睡眠270

環境61

その他sa

(1pfiY.二人;複 数)
250300350400

【学習の進 め方 について】

児 童 は、友 達 と調 べ た り、教 え

合 った りして学習 す る ことに高 い

関心 を もって いるが 、教師 の意 識

は さほど高 くない。教 師 は、児童

相 互 の学 び合 いの場 を取 り入 れた

学 習 の展 開 を考 えて い く必 要 があ

る。 その際 に 、学 習 の進 め方 が分

か って いる と見通 しを もちや す い。

そ こで、児 童 が主 体 的 に学 習 を進

め てい く支援 の在 り方 を明 らか に

してい く必 要 が ある。

螺購 ≦の蕪盤 墜鍵蟹
用していな璽 その28

-isl艀 禦 囁 ∫長
・・1ヨ

(願 位;人;複 数)

50100150200250300350AOO

教 科書383

区・市9獅 虞]54

白作172

児童教師8

児.醸13

しない16

その 他28

3

・幕 謝
,組み。爾 、

醗 酵 饗欝 璽 うに墜艶

【評価 につ いて】

陵類 賑 匹L
O50

テス ト217

チ凶 ック76

学習 カー ド1田

感想 文273

その他21

自己評価や相互評価の工.夫に関

する教師の意識は低い。一人一人

の児童のよさをのばすことができ

るような評価の方法や内容を明ら

かにしていく必要がある。保健学

習では、身近な問題 を取 り上 げ、

自分の生活を見つめ直 していくこ

とが大切である。

、度)

ur.位:人=複 数)
100150200250300350400

n」iUtclt.1扮 の戯 の しかたや繊 ・安鉾 ついて・これ⇒'
らどのように学習してみhい ですか。

.一..一 一

自分たちの身近な生活から問題を見っけて学習したい 375
髄曾F,「-F ■ 【「

392tt5}t`5で 計画を立てて学習したい
一 一一 一曹「一}一 一

いろい344{{iを 使って学習したい 399
-F一 一 肩F.-

826
一 一 一.

友達といっしょに調べたり、教え合ったりして学習 したい___一.一 髄一`-9 r一 幽L-F-,.幽}

知らないことを先n.か ら教えてもらいたい 一 一 一一一,一

その他

・図碑館で認べたい ・家族に教えてもらし'たい

・時圃をカ、けて、ゆっくり学習したい

387
-一 一.一 一.一 一「

21

一 一..

身近な問題

自分で計画

資料で

友連と

先生から

その他

3T5

392

399

626

387

21

0 ま〉レ

4保 健の授漿で、特に力を人れたいと思う点を選んでドさい・

(単位=人=複 数)

850

今 後 の 課 題

'一

児暇の身近な生活から問題を取7.1.げ ること
一

3[8
.一 一.一

学柵の進め方を理解させ、見通 しをもたせること

一 一 一一 一.

98

学習環境を整えること 201
曜F一 一`「 一一1

学習態度の育成(協 力、認め合い等) t71
_一_一 ■一 一一騨 一1.「 髄 ■ ■ ,-

9イ知餓を理解 させること
........-

r1己評価や相互評価の.且二夫 39
-.一.一 一一..一.

その他

・f7分の!.4.i.ｧに生かす実践力 ・保護者への啓蒙
・他教科との関巡 ・保鍵の指導時冊の確保
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①課題のっかませ方 の工夫

②学習を進める工夫

③評価活動の工夫

身近な問題

進め方

学習環境

学習態度

知謙の理解

評価の工夫

その他

釧8

sa

201

171

94

39

za

(単 位:人:複 数)

050100150200250300350400

一6一



4研 究 の視 点

ω 身近 な生活 か ら課題 をっかむ工夫

児童が、学習 に対す る必要感を高め、 自分の課題をっかみ、それを解決 し、 自 らの生活

実践 に結 び付 けて い くため には、課題づ くりの最初の段階で 自分 の生活 を振 り返 る ことが

重要で ある。 自 らの生活を振 り返 ることは、学習の動機づけ とな るばか りで な く、 ま とめ

の段階で 自 らの生活の在 り方 を設計す ることにっなが るか らであ る。生活 を振 り返 る手だ

て として、 自分 の成長の記録が記入 されてい る健康診断票等を学習資料 とす る ことや、 け

が や病気の経験 を振 り返 った り、 日常の生活の実態(食 事や運動、睡眠等の健康 にかかわ

る ことが ら)が 振 り返れ る学習 カー ドを提供 した りす る と効果的であ る。

また、 自 らの生活 を振 り返 る ことか ら疑問や問題点 を分類整理 しなが ら、課題解決の見

通 しが もて る学習過程(課 題づ くりの段階)を 工夫す る必要があ る。

② 解決の見通 しを もって学習を進め る工 夫

児童が課題を もち、課題解決 に向か って見通 しを立て、意欲的に学習 を進 あて い くため

には、次の よ うな活動が必要 と考え る。

① 単元全体の学習の流れを知 る。

② 学習 ノー トを活用 し、学習計画を立 てる。

・調べたい ことを はっきりさせ る。

・調べ る方法を考え る。

・まとめ方や発表の方法を考え る
。

(3)学 んだ ことを生活 に生かす評価活動 の工夫

① 今 までの 自分の生活を振 り返 り、 自己診断す る中か ら課題 を見付 け、学習 に対す る必

要感を高め るよ うにす る。

② 毎時聞の学習を 自己評価す る。

・ 「課題づ くりの段階」で は、課題が解決可能で深 まりや、発展性が あるか ど うかを考

え修正 して い く。

・ 「取 り組 む段階」では、発表 した り、発表を聞いた り して、疑 問に思 った ことや分か

った ことな どを記入す る。

・ 「まとめ る段階」では、学 習 した ことを今後の 自分の生活 にどのよ うに生かすかを記

入す る。

③ 各 グループの課題や学 習内容を掲示 し、 グル ープが相互 に評価 した り情報交換 した り

す るとともに、 自分たちの課題 や学習 内容 を見直す場面を設定す る。

④ 他の グルー プの発表を聞いて、 「分 か ったこと」 「疑問に思 った こと」 「もっと知 り

たい こと」を学習 カー ドに記入 し、話 し合 いを深め る手 だて にす る。

※ 児童の学 習活動を肯定 的に評価 し、支援 に結び付け る評価規準 を設 けた。
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5実 践事例

(P身 近 な生活か ら課題をっかむ工夫

課題づ くり①

〈生活表の記入例 〉

自分 の生活を振 り返 る

・生活表→ 自分の生活を 自己診断

・質問紙→ 自分の生活を振 り返至」

↓

課題づ くり② 一
自分 自身の健康問題 に気付 く

・健 康 に必 要 な条 件 を 見 い だ す

(運 動 、 睡 眠 、 食 事 、 よ い 水 、

よい空i- _」
↓

健康灘二膿薦

li月 日()

睡

眠

i起 床

17:00

!
就 寝110:00

時間 9時 間

朝 パ ン、牛 乳 、 サ ラ ダ

食1

事i

1昼 カ レ ー ラ イ ス 、 サ ラ ダ 、 牛 乳

i 夜
牛 丼 、 ホ ウ レ ン草 の お ひ た し

間食 ポ テ トチ ッ プ 、 ア イ ス ク リ ー ム

運 動 ス ト レ ッ チ 、 水 泳 、 マ ッ ト運 動

体 重 35.6kg

体 の調子 体 の 調子 は よ か ったが 少 しい らい ら1

気分 な ど1し て い た。 少 しね む か っ た。

べたい ことを考え る

(な ぜ野 菜や 肉をバ ラ ンスよ く食べなければな

らないのか)
一 一 ⊥

↓

課題づ くり④ 一 「

課題別 グループをつ くり、 グループの中心課題1

(栄 養 の バ ラ ンスが くず れ る とど うな るか)

(な ぜ イ ンス タ ン ト食 品の 食 べ 過 ぎ はよ くな い

の か)

「第6学 年 ・健 康 な生 活 」

<学 習 の展 開>45分 ×6時 間 扱 いの1回 目

〈 自己診 断 カ ー ドの 記 入 例 〉

睡

眠

ね る時間が遅 くなって しま

う。睡眠時間が少な いと学

校 で もねむ くなる。

事l

l残 す こ と が 多 い 。
1

朝 食 を食 べ な い 日が あ る。
食1好 きき

らいはあま りな いが

1ふ だん外で遊ぶ こ とが少な

運1
い.鯖 は苦 手.家 の 中1こ

動
い る こ とが 多 い。

「っか む 」 段 階

学 習 内 容 ・ 活 動1 教 師 の 支 援

1自 分 自身の身近 な健康 問題 に気付 く。 ・事 前 調 査 で 使 った 健 康 の ア ンケ ー ト、 自

・健康 な生活を送 るたあに必要な もの 己診 断 カ ー ド、 生 活 表 を活 用 す る。

は何かを考え る。

2課 題 づ くりを す る。 ・自分の生活 を振 り返 り
、 自己診断す る中

・学 習課題をっかみ課題別 グループを か ら課 題 を っか ませ る。

つ く る 。 ・学習内容を網羅で きるように配慮 しなが

らグル ー プ分 け をす る。
⊥
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(2>解 決の見通 しを もって学習を進め る工夫

「第5学 年 ・体の発育 と心の発達 」

〈学習過程 〉
[コ は鰍 の見通しをも・て轄

を進 あて いる学習活動 ・内容

回

段階

学

習

活

動

・

内

容

1 2

つ か む

1

04

3

4

自分の体や心 にっいて振 り返 る。

(VTRや 実態調査か ら)

単元全体の学習の流 れを知 る。

学習課題をっかむ。

(調 べた いことを考 える)

調べ方の予想を立 て る。

1課 題別 グループ ごとに課題をっかむ。

グル ー プ で学 習 計 画 を 立 て る。

(学 習計 画 書 を作 成)

・調 べ る内容 、 方 法 、 分 担

・発 表 の方 法 、 分 担

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

○単元全体の学習の流れを知 る。

○ グ ル ープ で 学 習 計 画 を 立 て る。

・調 べ た い こ と

・調 べ る内 容 、分 担

・調 べ る方 法

〈調 べ る方法 〉

・教 科書 や 図書 ・VTR

・図 書館 利 用 ・ア ンケ ー

・イ ン タ ビ ュー(先 生 、

親 、 医 者 、 身近 な 人 等)等

・ま とめ 方 や 発 表 の 方 法 を学 習

カ ー ドに書 く。

〈 ま と め方 や 発 表 の 方 法 〉

・絵 や 図 で 表 す

・表 や グ ラ フを 活 用 す る

・視 聴 覚 機 器 を 活 用 す る

(写 真 、OHP、VTR、

録 音 テ ープ 等)

・劇 化 す る

紙 芝 居 、 劇

・ク イ ズ 等

調べ学習 計画書

匪 表する日1月 日i

[グ ル ー プ の メ ン バ ーA,B,C.D・E・Fl
一 調 べ たい こ と

身 長 ・体 重 の こ と

A:な ぜ 身 長 が伸 び るの か 。

B:な ぜ 身 長 が伸 び るの か 。

C:一 人 一 人 の 身長 の 伸 び方

の 違 い 。

D:小 学 生 か ら中学 生 まで の

身 長 の 伸 び方 。

E:身 長 は どん な 時 期 に よ く

伸 び るの か 。

F:男 女 の 成 長 す る時 期 は違

うの か 。

・本

(C,E)

(F)

・ イ ン タ ビ ュ ー

(A,B)

・ ビ デ オ

(D)

発 表 の 仕 方
吐

必要な道具

・絵 、 グ ラ フ、 表 で 表 す 。

・ビデオ で 見 せ る。

(自 分 の 小 さい 頃)

・画 用 紙
、 ペ ン

・資 料
、TV

・ ビ デ オ
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(3)学 んだ ことを生活に生 かす評価活動の工夫

「第6学 年 ・病気の予防」

〈学習過程 〉

口 は学んだこと姓 活に生かす評
価 を行 ってい る学習活動 ・内容

回 1 234 5

段階 っ か む 取 り 組 む ま と め る

学

習

活

動

・

内

容

1

1調 べ た こ とを 発 表 す る。

2質 問 した り答 え た りす る。

1病 気 の経験や意識を

振 り返 る。

1単 元を通 し

て今後の 自分

の生活の 中で

ど う実践 して

い くかを考え

る。

2病 気 を分 類 す る。

3調 べ た い こ とを 話 し合

う。

4課 題 を っ か む。

3学 習 カ ー ドに ま とあ る。

卜 分か・た・と凝 鵬

4グ ル ー プで 疑 問 を ま とめ た後 、

話 し合 いで さ らに深 め る。

5学 習計 画 を立 て る。

・グル ー プ 課題

・調 べ 方 、 発 表

・発 表 の 仕 方 等

5学 習 を深 あて 分 か った こ と

を 学 習 カー ドに ま とめ る。

・今 後 の生 活 に生 か そ うと思

うこ と。

6発 表 した り聞 い た りす る。

*学 級活動 などを

通 して、 さらに

定着を図 る。

① 自分 の生活 を振 り返 り、学習の必要 感を高め る。

(今 まで にかぜ にかか った。熱が出た り下痢を した り して困 った。雨の 日にぬれたまま

で いたか らだ と思 う。等)

② 毎時間の学習 を自己評価す る。

「っかむ 」……課題⇒(か ぜの ウィルスはど うや →(か ぜにかか らな いようにす る

って体に入 るのだ ろ う)に は どうした らよいか)

調べ方⇒(養 護の先生 に聞 こう)→(ポ スターや図書室 に もあ るぞ)

発表⇒(調 べた ことを順番 に)→(ク イズを出 して いこ う)

「取 り組む 」…発表 を聞 きなが らメモを とる。疑問を カー ドに書 いて 出 し合 う。

「まとめる」…今後の生活 にどう生 かすか

(帰 った らうが い手洗 いを しよ う。塩分や糖分の とりす ぎに気をつ けよ う。)

③ 各 グループが調べ た ことを随時掲 示 し、グループで相互 に評価 した り情報交換 した りで

きるよ うに し、 自分 たちの調べ ることを修正 して い く。

(あ の グループの調べて いることには、僕 たち と共通点があ るね。僕 たち も○○ を調べ

てみよ う。等)

④ 他の グループの発表 を聞 いて、 「分 か った こと、疑問 に思 った こと、 もっと知 りたいこ

と」を記入 し、話 し合 いを深 める。

(ジ ュース1本 には1日 に必要な糖 分の量の2倍 も3倍 も入 ってい るんだ。 たば こは吸

わない人 に も害が あるのかな。塩 がい っぱい入 って いる食 べ物 って何だ ろ う。等)
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6課 題解決的 な学習過程

課題解決的 な学習を進め るには、児童の課題解決的 な学習に対 す る学習経験 や発達段階の

違 いを考慮す る ことが大切であ る。児童 の学習経験や発達段 階等に応 じて、単元全体を課題

解決的 に取 り組む学習過 程 と、単元 の一部 を課題解決的 に取 り組 む学習過程 とを選択す るこ

とが必要であ る。

〈学習過程の具体例 〉

第5学 年 「けがの防止」で単元の一部 を課題解決的 な学習 と して取 り組んだ例

形態 課 題 解 決 的 な 学 習}一 斉 学 習

回 1 23415

段階 つ ,か む 取 り 組 む ま と め る

学

習

活

動

・

内

容

1 ・事故防止 マ

ップか ら、

交通事 故の

原因や対策

の理解 を深

あ る。

・生活実践 に

生 かす 手だ

てを考 え る。

学 校生活のけがについて調べ、防 ぎ方を考え る

・け が の 経 験 を振

り返 る。

・学 校 生活 の け が

の様 子 を知 る。

・課題 を っ か む。

(調 べ た い け が)

・グル ー プ を決 め

学 習 計 画 を立 て

る。

・けが の 原 因 や 防 ぎ方 を 調 べ

た り、 話 し合 った りす る。

(第3時 で は 中間 発 表)

・調 べ た こ とや 分 か った こ と

・グル ー プ毎

に発 表 す る。

・理 解 を 深 め

る。

「交通事故」

・地域で交通事

故や けがが起

きそ うな場所

を考え る。

・事故防止マ ツ

プを作成す る。

を ま

とめ

る。

〈例 〉

げがをな くそ齪

突 き指

9

野
原因

対策

※なお、 第6学 年 「病 気の予 防」のっかむ段階で病 気の原因 を分類 し、その予防法等 の一

斉学習 を行 ったあ と、単元の一部を課題解決的な学習 に取 り組む ことも効果 的であ る。

第6学 年 「健康 な生活 」で単元全体を課題解決的な学習 として取 り組んだ例

形態 課 題 解 決 的 な 学 習

回 1 2345 6

段階 っ か む 取 り 組 む まとめ る

学

習

活

動

・

内

容

健康 な生活 を送 るため に大 切な ことと健康 との関係について考 え る
(事 前 に

生活 表を

つ ける)

・身近 な生活 を振 り

返 り、健康 に生活

す るために必要 な

ことを考え る。

・課題をっかむ
。

・課題別 グループで

学 習計 画を立 て る。

・グループごとに研究発表する。

團][璽][璽[璽]

学校・地域や家劇
・疑 問 や も っ と知 りた い こ とを 話 し合 う

。

・学 習 して分 か った ことを ま とめ る。

・ま とめ た こ とを 発 表 した り、 聞 いた り して

学 習 を深 め る。

・学 習 した こ

とを もとに

自分の生活

を自己評価

す る。

・生活実践 に

生かす手だ

てを考え る。
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〈学習 カー ドの記入例 〉

第5学 年 「けがの防止」 今 日の学習 をふ り返 って

5年 組 〔)

◎今日の学習で気がついたことや、もっと調べたいことなどを書きましょう

・す り き す 幽馳力,・L悉 勿 い 、庵 〉/・マ せ"〃{ぜ1'

気!プ 馳切}な'力1,† 二.

・私 はz・ ら1マ わ 帰 ず'闘ぱ1カ1り み ノ〔な・

匂1いす ゐ!し ち'、ろ うY、 不 瑛 、も峯 ・F風 。た 。

ど う頃 アごz,ク η.こJ¥4・ ら の 学 習 で 分かろ と�・ ・xa、

しす カ 」"を し†ヒ 楊 戸斤 一hi"タ!ヲ く マ 、

い ろ い ろY言 周 ぺ 弓 れ マ 、し,う ん 心O

rに 気 η}・レ りLET=.

ピぴ ∫こム竃都尻 っ・ワ卸 か な 今!象4く わ{く雷 ・卯 、

「けが の 防 止 」 の学 習 を ふ り返 って

5年 組( )

(児 童の様子)

○学校の けがの資料か→

ら、す りきずの原因

に 関心 を も った。

○保健室 の記録か ら発→

生場所 を調べ た。

○中間発表を参考 に、→

調べた ことを見 直 し

た 。

○発表や指導 によ り、→

理解を深 めた。

第6学 年 「健康な生活 」

な・の中 η頃 発 表 玄閉 ロマ、ケガLな

諮 協 痴 施 弥 瞭 。
源」刃 粗 時 駈 場 所 の樫 勅 マ右Bπ

い ろκ な、こZヒかμわ ナプ。†ゑ 。

目分亙 も一査艮い%ぐ ろ.玖乏考幻よフ

欲 ◎ の発 謎 聞 ・・マ.柳 必.F於 ・芳三去ザ

こ流な に あ。特 々 彪"ど ひ ㌦ く ワ(た ・、
鐸寺P函 、i9戸 丘マ・'ぞ、ろう匂・η・亀'99カ、った レノ.
一フ・-1し七ll・噛タグ十コ㌧†三りしマ 、禾G`謎 、1ナ≠7P」し

却 す い の ム必1を ソ乞71・カ1か,γ罵 しノぬ た.

　 rけがの　　ヨについてギヨしてオかったことたよかったこと

私`ま7ナカ4'の戸お止ユドつ口7勉 弓魚しマ37.aナhr・ の

中闇 発 表 ぞ1・ム謎、け ヵ1あ人数 や 、時 闘 嘱 所

観 ・を 聞 ロマ、本 当1賦 力1,た γ'弘 鮮 表7'α.

毛詑 田lZ'6吃 即 リ劃1㍉ そ粉ぽ 、廿 ガあZl,琶ぞ

彬 去孟 †う∠すん 聞 し巾 コ》 マ1'丈 具 後 に

噛 物 しや オの 場1所 切iそ ≠礎 酷 ∠・芳拓

そ物 ・砺 鴇 所 ・繰 競 欄 ・喫 ・ノし7

i和ぽ 、幼 な聞 ロマ、口 な・け 脅∠必:・事 故 券 おノミし

マPた か 宅し桁な・PY風1ノ 劃 た 。ユの け が あ

防 止 の こ 妬 勉 強 け 本 営 に ♂'η1。た

マ1,すD幅 脇 表 力県 、.へん 尉 刎 鰍 な,たη

2学 習したことを、これからの生活にどのように生かしていこうと慰いますか

二物1肋 生 烈 ノ必 尿 のカ、、,Tン ご乃 うザ 疑・

Y・マ1・け が を しね ・L哩 しノう こヒ マF暁 宅 乙

け 力唾 け・て しマも 鍵 つ け た し陀 臥 口

凄 柔 寡～族 で廿 力肋 表 を 作 。†し りした しノど

駈 ぽ 夷 し劫i唾 鮪 ぐ1彬 去 玄老 え マ,け

η肱 ど吸'ど1欧 砺 ・ノで11レ庁 ち レ財

曳'レ 誌 ち

5耳』儀一て'勉7臥しr.ことと敷弓気のみん'rで昼Lづ、iマ1・つろ7-・

切咳 む うのせ ロ マ・キ あ るr今 脈 ロ・た ↑

私 の班 切 鋤 噛 杉 の71ど ウ審 門〃プ

・綱'棚 ∫秒 鄭 臓 … 寸・・ワ ○ 第5時 で は 、 自 分 の 生 活 を 振

り 返 り 、 反 省 す る と と も に 、

〔運 動

・ 遅 重ヵほ
,体 がやわ ら幻、くなるr7で1江 なく 、「ぐ》弓りね

毛れる』 など いろいろな役 に 立 一)σ)1ミ乙わ か り3しr。

のイ可げ聖くや,zい る 準・隔イ本1粟 や整 理 体 操 ご〉意 味 や
,毛 リ

Zし ないこ と,カバ夫切 だ と,わ刀、,r9

.な じ遅 動 五ヲると食 よく力、出る の?

●逞 重力とっm,rし①つ なが り琶長ロリ下ヒし1。

学習 したことを家族に伝えよ

う と して い る。

(学 習 カ ー ドの ね らい)

… … 本 時 の発 表 グル ー プ の学 習 課 題 を記 入 し、

確認 す る。

… … クル ー プの 発 表 を 聞 い て 、分 か った こ とや

印 象 に残 った こ とを ま とあ る。

…… これ らの疑問等を書 き写 した短冊 を黒板 に

掲示 し、分類整理す る。そ こか ら、学 習を

より深めてい く新 たな課題をっ くる。

… …新 たな 課題 を調 べ た り話 し合 った り して 分

か っ た こ とを ま とめ る。

……自分の生活表や 自己診断 カー ドを振 り返 り

本 時の学習を 自分の生活 に生かす。
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a

表 現 運 動 部 会

1研 究主題 ・研究主題設定の理由

「児童が進んで運動に取 り組 み、 自 ら考え ・工夫す る体育学習 」

表現運動 の楽 しさを通 して

現在、学校教 育においては、 「自 ら学ぶ意欲 と、社会の変化 に主体的 に対応で きる能力の育

成」が求 あ られて い る。体育科 にお いて は、生涯体育 ・スポーツの視点か ら、児童一人一人が

生涯 にわた って運動 に親 しみ、健康で安全 な生活を営む態度や能力 を育成す ることが課題 とな

ってい る。 そ こで、教師 は児童の興味 ・関心を重視 し、児童 自 らが、 よ り楽 しく運 動を行 うた

めに、練習 方法 を工夫で きる能力や進んで運動 に取 り組 む態度 を育て ることが大切であ る。

このよ うな視点 に立 った学習指導 を行 うたあ には、それぞれ の運動の もつ楽 しさや喜 びを児

童の立場 か らとらえ直 し、児童が それぞれの運動の特性 に触れ る楽 しさや喜びを十 分に味わえ

るよ うにす る ことが重要 である。 その ためには適切な支援 や学習 の道す じの工夫な どをす るこ

とによ って 、児童一人一人 の思 いや願 いを十分に発揮 させ る必要があ る。

また、児童が 自分の能力 に適 した課題を もち、 見通 しを もって運動 に取 り組 み、動 きを工夫

す るとともに、 自分の学習を常 に振 り返 り、新 しい課題を もって学習に取 り組 む ことがで きる

よ うにす るこ とが必要で ある。

この よ うな考え方を踏 まえ、本年 度 は研究主題 を、 「児童が進んで運動 に取 り組み、 自 ら考

え ・工夫す る体育学習 一一表現運動の楽 しさを通 して 一 」 と設定 し、 「表現運動 」を通 して

研究 を深 める ことと した。 また運動の特性 に着 目 し、 それ に触れ る楽 しさを十分 に味わ わせ な

が ら、一人一人の よさや可能性を伸ば してい く授 業づ くりを 目指 して、以 下の視点 を重視 し研

究 を進 めて い くこととした。

(1)児 童一人一人が、表現運動の楽 しさを十分 に味わえるよ うな学習過程 を工夫 す る。

(2)児 童が主体的 に学習 に取 り組むための教 師のかかわ り方を明 らかにす る。 中で も、 「導入

の工夫」 「動 きを高め る工夫」 「学習計画を立 てる工夫」を重点 に考え る。

(3)児 童 が 互 い に認 め 合 い、 励 ま し合 い 、 自己 を振 り返 りな が ら、学 習 を進 めて い く評 価 活 動

を 工 夫 す る。
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皿 研究 の構想

生 涯 体 育 ・ス ポ ー ツの 視 点

体育科の目標

表 現 運 動 の ね ら い

研 究 主 題一

基 礎 研 究

・先行研究

・運動の特性

研 究 の 視 点

調 査 研 究

・児童の実態調 査

・教師の実態調 査

⑥導入の工夫

◎動 きを高ある工夫

◎学習計画を立てる工夫

習 過 程 の 工 夫

・弾力 的な学習の道す じ

・自己評 価

・相 互評 価

・教 師 の評 価

実 証 授 業

検 証 ・ 修 正

ま と

皿 研究 の内容

表現運動 は、情操豊か な人間性 を育む上で大切 な領域であ る。また、児童が 自 ら感 じたこと

を体の動 きを通 して表 し、その ものにな りきって踊 る楽 しさや、仲 間 とと もに考えつ くりあげ

て踊 る楽 しさを味わ うことがで きる運動で もある。

しか し、実際 に表現運動の学習 にっいて、多 くの教師は 「表現運動が難 しい」 と考え、取 り

組みが消極的 にな って いる面が見 られる。 また、児童 も他の運動領域 に比べ、興味 ・関心が低

い傾向 にあることが指摘 されている。 なお、今回の調査か ら表現運動の学習で は、友達 と仲良

く活動で きた時やお もい っきり体 を動かせ た時 などは、楽 しい と感 じて いることが分か った。

そこで、一人で も多 くの教 師が表現運動の よさを理解 し、 自信 を もって指導で きるよ うに して

い くことが大切である と考 え、分 か りやす い指導内容 と指導方法の確立を 目指す ことと した。
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1実 態調査

(1)調 査の 目的

「表現運動 」におけ る児童 の意識 と教師の意識、及 び指導 の実態を調査 し、研 究を進 あて

い く上での手掛か りとす る。

(2}調 査の方 法

① 調査時間 平成7年6月 中旬

② 調査対象

調査対象 ・児童 研究員(表 現運動部会)所 属校の3～6年 生

・教師 研究員所属の学校及 び区市の無作為抽 出校3～6年 の学級担任

〈回答数 〉 ＼ 3年 4年 5年 6年 合 計

児 童 485 460 566 514 2,025人

教 師 447人

(3)調 査結果の分析 と考察

児童の意識調査

四年生

(460人)

五年生

(566人)

六年生

(514人)

教師の意識調査

團
「表現運動 の学習は楽 しいです か」

0 zo 40 60 80 iooz

ロ ロ0　 ヨ
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「表現運 動の指導 は しやす いですか 」

とても しや すい2%
T

教 師の80%が 指導 の しに くさを感 じて いる反面、児童の約70%は 楽 しさを感 じて いる。

表現運 動の イメー ジと して教 師は始 めか ら 「児童がの らない ・恥ずか しが る」 とい う思

い込みがあ り、 また苦手意識 を もってい るもの と考え られ る。 しか し、 児童の学年が上

が るに したが って、楽 しさを感 じる割合が低 くなってい ることか ら、 児童の実態をふ ま

えた学習過程や教 師のかかわ り方 を工夫 し、 どの児童 にも表現運動 の楽 しさを味わわせ

るとともに、指 導 しやすい方法 を考えてい く必要があ る。
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「表 現 運 動 の 学 習 で 、 ど の よ う な とき に

(複 数 回 答)楽 し い と感 じ ます か1

何
か
に
な
り
き

っ
て

動
け
た
時

考
え
て
工
夫
し
た
こ
と

が
発
表

で
き
た
時

力
い
っ
ぱ
い
動
け
た
時

そ
の
他

友
達
や
グ
ル
ー
プ
の

表
現
を
見
た
時

友
達
と
仲
良
く
協
力
し

て
で
き
た
時

自
分
の
考
え
や
動
き
を

ほ
め
ら
れ
た
り
認
め
ら

れ
た
り
し
た
時

め
あ
て
が
達
成
で
き
た

時

口
三年生
画
四年生
團
五年生

圃
六年生

【動きの高め方や工夫について】

児童の工夫に関する意識は、他と比
べて低い割合を示 している。協力の意

識やめあての意識は高い反面、 「動き
を考えること」に対する児童の意識は

低い。そこで、動 きを考えることへの
意識を高める一方策 として 「工夫する

楽 しさを」味わわせ る必要がある。
また、教師も 「動 きの引き出し方」

や 「指導の仕方」に悩みがあることか

ら、動きを引き出 し、高めていくたあ
の工夫の視点 ・工夫例 ・発問や助言の

仕方について、明らかにする必要があ

る。

男

001

「表現運動を指導する上でどんなこと

で悩んでいますか」(複 数回答)
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「表 現 運 動 の 学 習 で 、 ど の よ うな とき に

楽 し く な い と感 じま す か1(複 数 回 答)
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【な りきることについて】

児童は 「なりきる」ことの楽 しさを

感 じている割合が低 く、特に6年 生で
は顕著である。

また、表現運動が楽 しくないと感 じ

ている児童にとっては、なりきること
への抵抗感や恥ずか しさが高い割合を

示 している。そこで、学習の初期の段

階か らなりきって動 くことへの抵抗感
をなくしていく指導の方法を明らかに

する必要がある。

何があれば、 もっと指導 しやす く

しやす くなりますか」(複 数回答)
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児童にとって動きを工夫することが
ああてにはあまりなっていないと考え

られる。 したがって、児童が動きの工

夫にも目をむけるような自己評価 ・相
互評価の仕方を考えていく必要がある。

また、児童は楽 しくなるための方法

として、教え合いやよさの発見などに

着目している。このことから、相互評

価により自己理解を深めていくことが

有効であると考えられる。

さらに、教師の3人 に1人 は、評価
にっいて悩んでいることか ら、具体的

な評価規準や評価計画を作成する必要

がある。

【学習計画について】

「評価 を行 って い ます か 」
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教師は自ら考えたり工夫 したりする
たあに必要なものとして、児童の好き

な題材を選ぶことや協力の必要性をあ

げ、児童も楽 しくなるための方法とし

て同 じことをあげており、意識の一一致

が見られる。
一方、学習計画の必要性にっいては

教師だけが強く感 じ、児童はあまり意

識していない。自分たちでっくり上げ

た楽 しさを味わうためにも、学習の計

画が立て られるような学習過程を考え

る必要がある。

「児童が 自ら考えた り工夫 したりしていく

ために とくに必要 と思 うものはなんですか」
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2研 究 の視点

(1}学 習過程の工夫

学習過程 は、 児童が学習 のね らいを達成す るために主体 的に学習 を進 めて い く道す じと

とらえた。 そのためには、表現運動の特性であ る 「踊 る ・つ くる ・見 る」楽 しさを味わ う

こと、 「自分 たちで一 っの作 品をつ くり上げた」喜 びを感 じる ことが大切であ る。 そ こで、

児童の主体的 な創作活動 を中心 としなが ら、今 もってい る力で十分 に楽 しみ、 さ らにそこ

か らの動 きの発見 や新 たな工夫 を生か して楽 しむ過 程を重視す る とともに、児童の実態や

学 習のね らいに応 じて学習過程 を弾力的 に選択で きるよ うに工夫 した。

児 童 の 主 体 的 な 創 作 活 動

ね らい1

iも って い る力 で 楽 しむ1⇒

ね らい2

新 しい工夫 を加え て楽 しむ

動 きを工夫 し、高 ま った力で楽 しむ

(2)教 師のかかわ り方

意欲的 な学習を進 めるため には、児童 のイメー ジや動 きを広 げ る支援が必要 である。 ま

た、自分 たちがっ くり上げた楽 しさを味わ うたあには、学習の見通 しを もって取 り組 む手

だてを考え る必要が ある。 そこで、教 師のかかわ り方の重点項 目と して次の三 点を考 えた。

① 導入の工夫

学習の初期 の段階の教師の支援を工 夫す ることによ り、表現運動の楽 しさを十分 に味

わい、 その後 の学習 に意欲的 に取 り組 む児童が育つ もの と考えた。

○各単元のっ かむ段階の工夫

児童が題 を選択 し、 自分が表 したい ものを表現で きるようにす る。

Ol単 位時 間の導入の工夫

恥ずか しさを取 り除 き、動 き方 が楽 しく感 じられ るよ うに、言葉かけを工 夫す

るとともに適切 な題材が選択で きるよ うにす る。

② 動 きを高 ある工夫

学習で は、 イ メー ジした ものを体の動 きで表す創 作活動が中心 とな る。そ こで、まず

動 きを引 き出す言葉 かけや 資料の提示を考えた。 また、個の動 きを高め ることや グルー

プの動 きを高 め ることに重点 をお いて支援す ることによ り動 きが高 まると考えた。

○表現す るたあに使われ る体の動 き基本 とな
る体の動 き

「移動」 「体の部位 の動 き」 「静止 」など

特徴を らえた動き

さら藩譲,
a-一

○ 「リズ ム」 の 変 化 と 「空 間 」 の使 い方 の工 夫

・リズ ム(速 さ
、 ア クセ ン トな ど)

・空 間(方 向、 移 動)

○ 「リズ ム」 の 変 化 と 「空 間 」 の使 い方 の工 夫

・リズ ム(入 数 、 速 さ、 ア クセ ン トな ど)

・空 間(形 、 方 向 、 移 動 、広 が りな ど)

表 した い感 じにふ さわ しい 動 き ← 一 一表 した い感 じが 伝 わ るよ うに

一18一



③ 学 習 計 画 を 立 て る工 夫

「児 童 が 見 通 しを もって進 ん で取 り組 む 」 と は、 「児童 が 学 習 計 画 を 立 て て 学 習 す る。」

と と らえ た 。 学 習 計 画 を立 て るた め に、 まず 学 習 の 流 れの 理 解 、 そ して 創 作 の進 あ方 と学

習 の進 め 方 の 理 解 を 重 視 す る こ と と した。 創 作 の 進 め方 が 分 か る こ とは 、学 習 を進 め る上

で 特 に 重 要 で あ る と考 え て い る。

○ 作 品 づ くり(動 きづ くり、動 きの 工 夫 の 仕 方 、 見 る観 点 な ど)を どの よ うに進 め た らよ

い の か 。 … 〈創 作 の進 あ方 〉

*ど ん な に 短 い 動 きで も 「児童 が つ くった 動 き」 は 、 「作 品 」 と と らえ た 。

O学 習(学 習 の流 れ 、 見合 い方 、 話 し合 いの 仕 方 、 時 間 な ど)を どの よ う に進 め た らよ い

の か。 … 〈学 習 の進 め方 〉

↑
〈
創
作
の
進
め
方
V

○集団と集団の
対立対応

○はじめ ・なか ・おわ
りの構成

4.ひ と流 れ の 動 き を盛,4.な か が 盛 り上 が る よ うに は じめ ・

り上 げ る おわ りをつ け る

3.ひ と流 れ の 動 き にす る

2.イ メー ジを 動 き にす る

Lイ メー ジを もっ

↑
〈
学
習
の
進
あ
方
V

○全体で見せ合う

○クループ相互で見合い教え合う

○クループでっ くる(グ ループ内で
見合い教え合う)

2.イ メー ジを 動 き にす る

1.イ メ ー ジ を も っ

〈3>評 価活動の工夫

① 自己評価

児童が主体的 な学習を進あ るため には、 自己評価活動を通 して、 自己理解 を深 めること

が大切で ある。そ こで図の ような 自己評価活動 を学習の中に位置付けた。 これ らの活動を

通 して、 自分のよ さに気付 き、 自信が もてる もの と考え る。

*学 習 カー ド・自己評価 カー ドの活用

② 相互評価

表現運動の特性 の一つ に 「見 る楽 しさ」が ある。 グループ

内や、 グル ープ同士で も動 きを見合 って、互 いによさを認め

合 い＼ 高あ合 うことがで きるのは、表現運動の特性で もあ る。

またそれ は、 自己評 価活動を行 う上 で大変重要 な活動で もあ

る。そ こで、学 習の中に見合 う場 を取 り入れ、共 に伸びてい

こうとす る相互評価 を重視 す る。

*見 合いの学習 、学習 カー ド・相互評価 カー ドの活用

③ 教 師の評価

教師 は、次の ことを基本的 な考え方 と して評価活動 を行 う。

0よ さや可能性 を認 め、伸ばす評価。

○ 児童の 自己理解を支援す る評価。

○学習意欲を高め、主体的な活動を促 す評価。

亜
↑ ↓

取 り 組 む

↑ ↓

振 り 返 る

自己評価

↑ ↓

相互評価

理

解

L_」]

また、教師の評価を充実 させ るために、評価規準及 び、評価計画を作成 する。
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3実 践事例

(1)学 習過程の工 夫

① 弾力的な学 習の道 す じ

-¥°;

-¥°

表1

([==は ね らい2を 表す)
弾 力 的 な 学 習 の 道 す じ 一 一一 一・一

タ ー ンAI ね ら い1 ね ら い2

タ ー ンB オ&ら し、 ■

ね ら い1 ね ら い2

ね ら し、2

ー

O児 童の学習 の準 備状況 に応 じて学 習過 程が工夫で きるように考えた。

○各単元 の時数 は固定せず、児童の実 態や学習のね らいに応 じて弾力的 に考え る。

② 中学年で の弾力的 な学習の道す じ

○中学年の学習過程 はパ ター ンAとBを 基本 とした。パ ター ンBの 中で は、ね らい1・

ね らい2の 時間配分を工夫す ることによ って弾力化を図 った。なお、ね らい1で は全

員が同 じ題材 で即興表現で踊 って楽 しみ、ね らい2で は題材 か らイメー ジを広 げて動

きを工夫 し簡単 な作品をつ くって楽 しむ過程 を重視 して い くことと した。

ア3年 ア3年 ア3年

ウ4年 ウ4年 ウ4年

表2中 学 年 の弾 力 的 な 学 習 の 道 す じ 一
ア 「軽 い 柔 らか い感 じの 動 き 」 イ 「硬 い 機 械 的 な 感 じの 動 き」
ウ 「にぎ や か に はず む動 き 」 エ 「激 しい 力 強 い動 き」

イ3年 イ3年 イ3年
工4年 工4年 工4年

*1っ の動 き を ま と め て 扱 う こ と によ って 、そ の動 き の 学 習 を よ り充 実 させ る こ
とが で き る。 ね ら い1で は1時 間 ご と に題 材 を変 え て 、 踊 る 楽 し さを 味 わ え る
よ う に した 。

<パ タ ー ンB>の 例

ア3年
ウ4年

イ3年
工4年

*ね ら い2を 大 き く ま と め て とる こ と によ って 、創 作 活 動 を よ り充 実 させ る こ と

が で き る 。 ね ら い2で は よ りイ メ ー ジ を広 げ て い く単 元 と し て 、3年 で は 選 択
(ア ・イ)4年 で は 総 合(ア ・イ ・ウ ・エ)を 取 り入 れ た。

③ 高学年での弾力的な学習 の道す じ

○高学年で はパ ター ンBを 基本 に考え、その中で弾 力化 を図 った。

○ 第5学 年で は、主に創 作の進 め方を中心 と した学 習の道す じを考えた。第6学 年では、

イメージの とらえ方が難 しく、 よ り大 きなグループでの活動 となる 「ウ」を最初の単

元 と し、その後 は学習 の進 め方を 中心 と した学習 の道す じを考えた。

○ 高学年では、主体的な創 作活動を中心 とす ることか ら、身 に付 けて きた学 び方を生か

し、 自分たちで題を考 え学習 を進め る単元 と して 「総 合」を位置付けた。

表3高 学年の弾力的な学習の道す じ 一一 ・一一 一くや さ し
い道 す じ〉

羅 繍 蟹1'「 イ;網繕 魏iエ 「粥1轟1・
ぎ

年〈進んだ道すじ〉
ア イ 「鑛司直じや鷲び散る盛じ」「融しwiじと粘る掴抗ある盛じ

つかむ9取り直む・確かめる 」iエf鵬 痛 篇 響 工夫 ・て・

く(

5

年
)

(

6

年
)

〈やさ しい道す じ〉

,轟 醗臨 総合驕 離 騨弓 総合購 纏讐
甲

年く進んだ道すじ〉

論 醗蹴、i総 合嚇の馨 総犠 蠣 蜘じ'
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② 教師のかかわ り方

① 導入の工夫(中 学年の実践例)

ア 各単元の 「っかむ段階」の工夫

匹 麺 璽 τ癒]ね らい1では::間 ごとに謝 較 え卿 興的に動
き、 踊 る楽 しさを 味 わ う こ とが で きる よ う に した。

圖 ね らい1・ イ メー ジがは ・きりして ・・て騨 に動 きづ くりがで きる謝

ね らい2:児 童が イメー ジを広げ いろいろな題 を考え られ る題材

[で メー ジを もっために]ビ デわ 絵 ・写難 見 る渓 物 を縣 す る、その物 で遊ぶ、音

を 聞 くな ど の工 夫 を した。

動 きを引き切塑 」 いろいろな動きが自然に出て くるように、題材の動 きが変化す

る よ うな言 葉 か け を した 。(下 記 表2【 言 葉 か け例 】 参 照)

イ1単 位 時 間 の 導 入 の 工 夫

ウ ォー ミング ア ップ1時 間 の学 習 に ス ム ー ズ に入 れ るよ う内 容 を工 夫 した。 恥 ず か し

さを 取 り除 き、 動 きが 楽 し く感 じられ る よ うに毎 時 間 の 内容 に 変化 をつ けた 。( .動き と

静 止 を は っ き り させ る ・声 を 出 させ る ・ゲ ー ム的 要 素 を取 り入 れ る)

・動 きが 簡 単 で 誰 もが す ぐに取 り組 あ る もの に した
。

表 ■ [第4学 年 「に ぎ や か に は ず む 動 き 」 学 習 過 程 の 一 部]

ね ら い ■ ね ら い2

っかむ ・取り綴む ・確かめる っかむ ・取り紐む ・確かめる っかむ 一ten組 む ・確かめるiっ か む 取 り 組 む
- 2 34 5

1.ウ ホ翼ミング澱:J7
.xっ て,Fま る
・スキ ップ して止まる
・猛獣狩りに行こうよ

2.学 習のねらい ・進め方を
知り学習の見通 しをもっ

3.」 ボッブコーンができる

4.糞嘉繍 鎌蕨 襲
一ンaT 、教師の旨秦か
けを中心にたくさんの動きをイ

メージして動く。

～-r

1.鷹 欝糞ン撚纂灘鋸
・走って止まる
・スキップして 「ヤー」
・進化ジャンケン

2.め あてや学習の進め方を
確認する。

3.「 野菜いためができるま

・澤 羅灘難 響
中心にたくさんの動きをイメ

ー ジして動く。

一 一_

1.ウ 蝕…鱒難繋孫曇霧甥
・走って止まる
・スキップして 「こ硫雛1
・だるまさんがころんだ

2.め あてや学習の進め方を
確認する.

3.「 花火の音」を照 く覇

4藩 あ鰯懸 撫、
教輝の繍 け を中心に
たくさんの動きをイメー
ジして動 く。

1.ウ ォ難 ・蹴 撚籔緊
・走って止まる

斗嚇巧な部位を使っτ跳猫 る
2.め あてや学習の進め方を確

認する.
3.「 お祭りの様子」の音を

・・蟹蕃馨野 か・イメー・を

5.一 人ずっイメージした動き
を.グ ループで動いてみる

一

1.ウ 蒙縄勲 燃 醐
・走って止まる
・だるまさんがこ猟U・ 一トニ2]

2.め あてや学習の進め方を確認
する.

3.グ ループで考えた中心となる
動きを練習する.

4.ペ アグループで見合う.
・よさを見つけ合ったり

、慈想を出し合
った りする.

5.感 想をもとに動きを工夫する

一一一
一.　

0 動 きを 高 め る工 夫

言 葉 か け ね らい1で は 、

4っ の 動 き(ア 、 イ 、 ウ、

エ)か らそ れ ぞ れ 特 徴 の あ

る動 きを 取 り上 げ 、 引 き出

した い 動 き とそ の た め の全

体 に 対 す る 言葉 か け を考 え

た。 言葉 か け は、 題 材 に合

った話 の 筋 に そ った もの に

した。 ま た、 個 や グル ー プ

の 動 き に適 した 言

(中 学年 の実践例)

表2【 言 葉 か け 例 】〈単
元 〉〈特 徴 あ

る 動 き 〉

〈題 材 〉〈
言舌の 筋 〉

に ぎ や か に はず む 動 き
◎ 連 続 し て 、 と び は ね る

8蟹 営多警磯蔓窪墾り返す
ポ ツ プ コ ー ン
○フライパ ンに、とうもろこしを入れて、火を付けてポップ

コーンができるまで

引き出 したい動き そのための言葉かけ

○体を小さくして.回 る

○色々な方向へ走る○
手足を伸ばしながら.体 をひねる

O両 手をぱっと広げ,と びはねるOくりか
えしとびはねる

O色 々な方向に移動しながら、
とびはねる○まわ

りの友達 と動きを合わせて、
とびはねる

「さあ、フライパンの中にとうもろこしをどさっと
入れてみるよ」
「ちょっとまぜてみよう」
「だんだん熱くなってきたよ」

遷箋攣 魏 ξ瀧 踏 声1
「フライパンの外にとび出ちゃったのもあるよ」

「残 り全部が、いっべんにポップコーンに変身した

よ」

葉か けやよい動 きに対す る賞賛を行 った。

資料の提示 引 き出 した基本的な動 きを簡単 な絵や文で記録 してお くよ うに した。 また、

話 し合いや見合いで出 された、工 夫 した動 き も記録 し、それ らを動 きを高 めるための 資

料 と して掲示 した。
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③ 学習計画 を立 て る工夫

く第5学 年授業実践例 「激 しい感 じと粘 る抵抗 ある感 じの動 きを使 って」 〉

○学習 の流れをっかむ手 だて

・学 習の流れの もととな る作品 の創作を児童が どのよ うに進 めれば よいかをっかみ、

見通 しを もつ ことがで きるよ う単元全体の流れや内容 を掲示 した。

・1時 間のなかの グループで動 きをつ くる部分の内容 を明確 に した。(表内 ._部 分)

(1時) (2時) (3時) (4時)

〈話 のす じを考 え る>

1.め あて を 確 認 す る。

<グ ループで決 めた

す じの動 きを考 える 〉

i
〈表 したい感 じがで る

ように動 きを工夫す る〉

〈全員で

見せ合 う〉

2.グ ル ー プ で動 き

を工 夫 す る。

3.ペ ア グル ー プ と

見 合 い 教 え 合 う。

4.教 え て も らった

こ とを もと に動

きを工 夫 す る。

5.も う1度 ペ ア グ

ル ー プ に 見て 貰

って もよ い。

2.グ ル ー

プで 動

きを高

め る。

2.話 の す じを確 認

す る。

3。動 きを っ くる。

4.考 え た 動 きを み

ん なで 動 いて み

る。

5.ペ ア グル ー プで

動 いて み る。

2。イ メー ジを 出 し合

う。

3.イ メー ジ した もの

を 動 いて み る。

4.題 を 決 め る。

5。話 の す じを 考 え る。
L

3.全 体 で 見 せ

合 う。

6.学 習 を振 り返 る。

○めあての もち方 ・動 きの見方の段 階

〔めあて の もち方〕 〔動 きの見方〕

1。 め あ て の もち方 、 反 省 の仕 方 が 分 か る

よ うに す る。

1,よ い動 きを 知 り、 よ い動 きの ポ イ ン ト

が っ か め る よ う にす る。

ε ↓

2.具 体 的 な め あ て が もて るよ うにす る。

・ 「何 を どの よ う に した い か 」 「その た

め に は どの よ うに した らよ い か 」を 明

確 にす る。

・学 習 内 容 を 明 確 に し、 児 童 が学 習 を 見

っ あや す い よ うにす る。

2.与 え られ た視 点 で 見 て 、 自分 た ちで よ

い 動 きが 見つ け られ るよ うに す る。

b

3.特 徴 を と らえ た動 き に着 目 し、 よ い動

きを 取 り入れ た り、 動 きを 高 め た りで き

る よ う にす る。

b b

3.見 通 しが もて る めあ て を 立 て 、 め あ て

を意 識 した学 習 が 進 め られ るよ うにす る。

・計 画 通 りに行 か なか った グル ー プ に は 次

回 の計 画 の 指 針 を与 え る。

・話 し合 いや 動 きづ く りが うま くい か な い

グル ー プ は原 因 を は っき りさせ る。

3.特 徴 を と らえ た動 きを 見 つ け、 自分 た

ちの 動 き に取 り入 れ た り、 工 夫 した り し

て よ り表 した い 感 じにふ さわ しい動 きに

す る。
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＼

(3)評 価 活 動 の工 夫(高 学 年 の 例)

肯 定 的 な 自 己理 解 をす る 目を 育 て るた め に次 の よ うな手 だ て を考 え た。

① 自 己評 価 《個 人 学 習 カー ドの工 夫 》

○ 個 人 学 習 カ ー ド
表 現 運 鋤 学 凹 カ ー ド(㈲ タ年/組 名 前
㍊ ■!%`2/%93/易短時間で簡単 に自分 を

振 り返 ることがで きるも

の にす る。

② 相互評価

ア グループ内での相互評価

○交代 で見 合 う

一人が 見 る役 にな り
、

よ さを見 つけた り、教え

合 った りす る。

○ グループ学習 カー ド

話 し合 いを活発 に し、

短時間で、学習を振 り返

る ことがで きるよ うにす

る。

Oま とめの話 し合 い

個人 カー ド記入後に話

し合 うことで一人一人の

考えを出 しやす くする。

ノ

め

あ

て

その時間のめ
あてが分かる

無蔦要誘瀬 の

・楽し惣 ゴ醗 欝 雰携 鯉

ε2;',蜜 蟹;鯉 し

鱒癒 ・・解欝

乏繁 獅 ・蕨

4/%ク

別ムカ㌔Ψ略 もじうt]a
づマqkる ように伽5 .

や ってみたいという気に させる

楽し讐
⊥轡1讐 幡

レーダーチャー トの自己評価項 目は

学習の内容に応 じて変 えてい った

藩 ダ ー!張三
■.
眼
虞

5
臣
(

0
ろ

う
,

●

:
12

麿

塞

皇
つ
し

溜 のB考朋 いフla°nイ 段祈 のU¥/が 吻7
感 柳 ワア率直憾 想1謙 停そ畔

想 が現れる

脚…引
…"

時
間
を
取
ら
ず
に

記
入
で
き
る

葦

辮

一

姻

魅7　
灘 茎『 掌ξ=芒ξ

ド3>J'工hl't"=fた し

葱1鼎 專艶ほ

…轡 鐸

助
r
,

」
見

盧

5
腫

h

飼
り

ら
,

遷
・
曽19
毘

塞
ヒ

,
し

耀 と伽 カレ合.マ
とてモ素 し力兇o
いuと し「5遠尽 守ん

貯7げ ら欧た,

単元全体の振り返りができる 一 自己評価自体を楽 しめる

イ グル ー プ 間 で の相 互 評 価

○見 合 い

よ さ を 見 つ け た り、 教

え合 った り した。 見 て ほ

しい と ころ を伝 え て 、 互

い に高 あ合 う こ とが で き

る よ うにす る。

③ 教師の評価

評価 計画を立 て、評価規

準 か ら具体 的なよ さの現れ

を見取 って い く。

《グル ー プ学 習 カー ドの工 夫 》

!.`Fl

・表 し ナこ し、

こ と

表 現 運 動 学 習 ヵ 一 ド 。ル.ry,(,'・ ん 火)

遡L_一
マフヤが流れる所

題や表 したいこと
が はっきり分かる

◎ 話 の す じ を 計 菓 や 絵 に し て み ま し ょ う 。(II`りた鱒 郁 モしてt;Lう .)

`:A.じy,

鱒
固 ま.マ いる

.少 しず7九 くワ

叶⊃は1るよう1マ重力く

撫'

つ
く

っ
た
動
き
を
書
き
残
し
て
お

け
る

(登

葉
や
絵
を
使

っ
て
)

'

'

'

上kあ 恒 マくる 〔珊 く〉,

(1てんだ瓦)

な カも

は げ しくイa儲う
・'ケ ヒグ1♂ねる

耀〆1駕
、レ/

ちりな が'ラ/

ね ばる

む オラり

.ラ ね ばるよラ代'流 れ う

轟.
、レ

固 ま う

表 したいことのす じが表せる(言 葉や絵 を使 って)
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l鵬 贈1
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つ
r△

動
F

めあてについ1
て振 り返 れる

」

魍

学円の
匙めな

1蝿腱1p
ttaoy

・イメージを!・fち、それを助き

にしよう。

・脂の筋を簡叩につ くろう。

・動 き を つ く ろ う
、,

・一人づう絡けマ凡ろ

・ヒみ・は ね う所 を

く吻 しぐ弓う

。動 き を1=夫 し よ う.,・ 発 摸 しで7お う
,,

・一人 すも ねげマ賄 ・才ギいぬ きのかi

・ペ アクフし一フo信 ロカ、六 まろ戸斤

見 託 らう

1学習の勧 方が計画できる1
…

F1

時間を取らずに
書臥 できる

一

い い イ×一ジ が 幽ア●一プとL〔

怨艇 うが んz'd-fi.た.

●,t,k'1う まくマ㌣

楽 しか.た.

ほ?,、のタ厚 の鋤 きセ児てほ が の3931;ア1:'n"!R

よい,カぎ哺、r尋っ圃わ㌧プ←oぞ 乙マもう・マ.ヒ?毛 篭`【t表チ几か"ゼ き六

グループと しての感想を書 き込 める(個 人学習カー ドを もとに)
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保健部会

1研 究 の成果

(1)身 近 な生活か ら課題をっかむ工夫

O自 らの生活の 中か ら問題を見つけ課題 をつかむ ことによ って、関心や意欲を高める こ

とがで きた。

(2)解 決の見通 しを もって学習を進 める工夫

○調べ方や発表の仕方の例を提 示す る ことで、児童が見通 しを もっ ことがで きた。

○グループの学習を とり入れ、話 し合 うことによ り、課題を解決す る見通 しを もっ こと

がで きた。

(3)学 んだ ことを生活 に生かす評価活動の工夫

○学習 したこ とを もとに自分の生活 を振 り返 ることで、健康 ・安全 に関心を もっ ことが

で きた。

○学習 したこ とを身近な人 に伝えた り行動 に表 した りする ことで、よ りよい生活環境づ

くりを しよ うとす る意欲を もっ ことがで きた。

2今 後の課題

(17基 礎的基本 的な知識の定着を図 る工夫が必要であ る。

(2)児 童が主体 的に活動す る個 に応 じた支援の工夫が必要である。

(3)課 題解決 的な学習 に適 した学習内容 をさ らに検討す る必要が ある。

【麹 翻 部会
1研 究 の成 果

(1)学 習過 程 を 「ね らい1」 「ね らい2」 の2段 階 で 作成 し、 児童 の 実 態 に応 じた 弾 力 的

な学 習 の道 す じを考 え た こ とで 、 児 童が 主 体 的 に学 習 に取 り組 あ た。

(2)っ か む段 階 や1単 位 時 間の 導 入段 階 の工 夫 に よ って 、 「恥 ず か しさ一 を 取 り除 い て 踊

る楽 しさを 味 わ わせ 、 学 習 に ス ムー ズ に入 れ た。

(3)動 きを 高 あ るた あ に、 資料 の 提 示 や教 師の 言 葉 か けを工 夫 したの で 、 児 童 が 自信 を も

って 動 きづ くり に取 り組 め た 。 ま た、 学 習 計 画 を立 て る た あ に 、 「創 作 の 進 め方 」 と

「学 習 の進 あ方 」の2点 に重 点 を 置 き、話 し合 いの 視 点 を 明確 に した こ とで 、 児 童 が 見

通 しを も って学 習 に取 り組 あた 。

(4)学 習 カー ドの工 夫 や 見 合 いの 時 間 を 設定 したの で 、 児 童が 自 己の 活 動 を 振 り返 った り

友 達 の よ い と ころ を積 極 的 に認 め 合 った りす る こ とが で きた。

2今 後 の課 題

(1)児 童 が 「踊 る楽 しさ 」 「っ くる楽 しさ」 「見 る楽 しさ」 を 十分 に味 わ え る学 習 過 程 を

さ らに追 究 す る。

(2)動 きの 高 め方 や学 習 計 画 を 立 て るた め の手 だ て を さ らに 明 確 に し、 主 題 に迫 る教 師 の

か か わ り方 を追 究 す る。

(3)評 価 計 画 の 内容 を吟 味 して 、 よ り個 に応 じた もの に改 善 す る。
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